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パネル発表 『デザイン理論』50/2007

京都の寺社 に求め られるユニバーサルデザイ ン研究

～観光地におけるサイン計画ガイドラインの提案～

TheNecessaryofuniversaldesignfortemplesandshrines

山 本 筆 子 ・久 保 雅 義/京 都工芸繊維大学

1.研 究背景 と目的

国内外を問わず,毎 年4,550万 人を超える

観光客が訪れる京都は,歴 史や文化,自 然等,

魅力要素を多大にもつ。修学旅行生か ら高齢

者,外 国人観光客 と様々な観光客に対 して,

京都の魅力要素を存分に発信することができ

ているであろうか。京都観光の代表格ともい

える寺社に着 目し,UDの 観点から現状調査,

解析を行い,寺 社におけるUDガ イ ドライン

を提案する。

2.京 都 の寺社 のUDの 現状

2-1.調 査概要

寺社 の来 訪客 の観光 目的や満足要因 を探 る

にあた り,イ ンターネ ッ トによるア ンケー ト

調 査(N=168選 択 回答式 複数回答可)

を 行 った。 また,a)鹿 苑 寺金閣,b)北 野

天 満宮,c)南 禅寺,d)清 水 寺 の境 内にお

いて,車 椅 子被験者1名,外 国人被験者1名

によ るフィール ド調査 を実施 した。

2-2.現 状分析

イ ンターネ ッ トによるアンケー ト調査か ら,

観 光客 は,寺 社 の雰 囲気 を味 わい,歴 史的建

造 物を知 り,学 ぶ ことを観光 目的 と し,こ れ

らが満 た され ることが満足 につ なが るといえ

る。

フィール ド調査 による と,UDの 観 点か ら

み る寺社 には,以 下 の5つ のバ リアが存在す

ることがわか った。

① 物理面 のバ リア…ex)段 差 や砂利道

② 情報面 のバ リア…ex)看 板 の劣化 や情報

不足

③ 心理面 のバ リア…ex)慣 れ ない土地で の

不安感

④ 文化面 のバ リア…ex)境 内 に存在す る世

俗的な もの

⑤ 制度面 のバ リア…ex)文 化 財故 に改修困

難

特 に,境 内での順路案 内か ら解説 にいた る

まで,情 報発信 が円滑 に行われて いな いこと

が,観 光客 の不満 につなが ってい ることがわ

か った。

各寺社 が独 自の判断 によって,看 板,ト イ

レ,休 憩所等 の設備 を設置 して いることが,

煩 雑な印象 をあたえ,観 光客 にとってわか り

づ らい もの とさせて いる。

寺社 のイ ンフラ整備 に関す るUDガ イ ドラ

イ ンを作成 し,寺 社 に必要 とされ るUDの 姿

を明確化す る必要が ある。

3.文 字フ ォン ト・明度 コン トラス ト視認性

実験

3-1.実 験 概要

寺社 の看板 の視認性 に,文 字 フ ォン トや明

度 コン トラス トの変化が,ど のように影響 を

与えているのか,若 者(20～30歳)14名,高

齢者(65～80歳)14名 の被験者 による実験 を

行 った。 照度801x,3001x,視 距 離lm,3

mの 条 件下で,解 読 レベル ごとに文字 スケー

ルの異 な るかな文字視標 を用 いて行 う。

図表1実 験視標例

図表2実 験風景

184



(視距離3m照 度801x)

図表3フ ォン ト別解読 レベル比較例

(背景黒色濃度30%視 距離3m照 度801x)(背 景黒色濃度30%視 距離3m照 度3001x)

図表4明 度 コン トラス ト比較例

3-2.実 験 結果

m視 認性 に優 れているフ ォン トは,ど の

条件下 において もゴシック体で あることがわ

か る(図 表3)。

若者 に比べ,高 齢者の解読 できるレベルは,

平 均的 に3段 階程低 い。特 に,明 度 コン トラ

ス トが弱 い条件 では,著 しく解読 レベル差が

表れ る(図 表4)。 背 景 と文字の黒色濃度 差

が30%以 下 のほ とん どが,高 齢者 にとって解

読で きるコン トラス トではないことが確認 で

きた。

また,高 齢被験者 においては,視 距離 が離

れ ると,照 度 の違 いによる視認性の レベル変

化が顕著 に表れた。

4.寺 社看板における視認性ガイ ドライン提案

4-1.文 字フォント別文字スケールガイドライン

それぞれのフォントに必要とされる文字 ス

ケールの遵守基準,推 奨基準を提案する。遵

守基準は,視 認性実験において,高 齢者 と若

者の8割 の被験者が解読できるレベルの平均

解読 レベル値を,推 奨基準は,高 齢被験者の
8割 が解読できるレベル値を文字スケール値

に直したものとす る(図 表5)。

とす る(図 表7)。 ま た,遵 守基準 の中で も,

黒 色濃度差70%以 上 もつ もの(図 表8)を,

明度 コン トラス ト推奨基準(図 表9)と す る。

図表6視 認性 に優れた明度

コン トラス ト

図表8黒 色濃度差70%以 上

の明度 コン トラス ト

図表7明 度コン トラス ト遵守基

準

図表9明 度コン トラス ト推奨基

準

5.考 察と今後の課題

伝統を重要視する寺社は,UDを 導入する
ことが遅れている。本研究では,誰 でも読み

やすい寺社看板の文字フォント,明 度コント

ラス トに関する具体的な条件と数値を示した

ガイ ドラインを創出し,寺 社を訪れる観光客

の不満を解決 し,望 まれる観光の糸口を見出

すことができた。

今後の課題としては,寺 社にUDを 導入し
て,様 々な課題を解決することで観光客の満

足度を高めていくことが重要である。

図表5文 字 スケー ルガイ ドライ ン

4-2.明 度 コン トラス トガイ ドライ ン

視認性 実験 において,4パ ター ンの条件下

の うち,3つ 以上 のパ ター ンで視認性に優れ

た ものを選出 し,近 似 曲線 を描 く(図 表6)。

近 似曲線 上の明度 コン トラス ト以上の黒 色濃

度差を もつ ものを明度 コン トラス ト遵守 基準
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